
教師教育フォーラム

　教師教育フォーラムは教師教育リサーチセンターと
教職大学院との共同開催イベントです。
　午前の部は「新しい時代（変化の時代）に対応できる
質の高い教職員集団の形成に向けて」をテーマに掲げ、
講演者に様々なお立場からご報告いただきます。
　午後の部は教職大学院分科会を行います。4 つの分
科会に分かれ、それぞれの専門分野について情報共有、
意見交換をしていただきます。
　社会の変化に伴い、学校教育も大きく変化している
中で、『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教職
員集団の形成に向けた様々な取り組みについて、みな
さまと共に考える機会にしたいと考えております。
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●国語科教育　　　●英語教育
●特別支援教育　　●教員の人材育成 詳細は裏面をご覧ください。

●新しい時代（変化の時代）に対応できる質の高い教職員集団の形成に向けて
後藤　教至 氏（文部科学省総合教育政策局　教育人材政策課長）　

●「新たな教師の学びの姿」の実現に向けた研修と教員の確保について
栗原　健 氏（東京都教職員研修センター　研修部長）　

●新たな学びのスタイルを目指した秦野のチャレンジ～末広スタイル～
吉田　正也 氏（秦野市立末広小学校　校長）

●理論と実践の往環を重視した教職課程カリキュラム改革
森山　賢一 （玉川大学教師教育リサーチセンター　リサーチフェロー）　

【コーディネーター】
笠原　陽子（玉川大学教師教育リサーチセンター　客員教授）　　

10月17日（火）23時59分
申込締切 お申し込みは
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「令和の日本型学校教育」の構築において「大臣指針」より、教師に
求められる資質能力として５つの柱が示された。その中でも「特別な
配慮や支援を必要とする子供への対応」は、これからの時代において
全ての教師に共通的に求められる必須能力であるとして教職課程に
も必須単位化された。特別支援教育へのニーズが一層高まる中、平成
３０年度には高校における通級指導制度も新たに始まった。発達
障害の有無を超え、思春期の高校生たちの抱えている問題や学校に
おける支援の在り方について考える機会としたい。

これからの学校現場で教師に求められるもの～高校（または高等部）における特別支援教育の視点から～

言葉の当たり前を大切にした英語の授業づくりについて考える
英語教育を取り巻く環境が日々刻々と変わる中、今一度原点に
立ち返り、言葉の持つ意味を大切にした授業づくりを小学校、
中学校の実践をもとに参加者と一緒に考えていきます。

「教育愛にあふれ社会の中で学び続ける教員」－教師のウェルビーイングをめざして－
教員の人材育成

本年8月末に、教員の働き方をめぐり中教審の特別部会でまとめら
れた緊急提言の中で「教員を取り巻く環境は国の未来を左右しかね
ない危機的な状況」と表現されるなど、マイナスなイメージが広がり
つつある教育現場であるが、本来「学校」は子どもたちの溢れる笑顔
から常にエネルギーを得られる充実の職場であり、多くの教員は使
命感を持って日々の教育活動に励んでいる。
行政と学校が連携して教師のウェルビーイングを支える相模原市
の取組を通して、若手教師が希望をもって教育活動に取り組むこと
のできる環境づくりをめざした人材育成の在り方を考える。

ゲストスピーカー

奥津　光郎 氏 （相模原市教育委員会　教育センター所長）
仲村　康太郎 氏（相模原市教育委員会　教育センター指導主事）
相馬　圭 氏（相模原市立桂北小学校　校長）
渡辺　晴樹 氏（相模原市立旭中学校　教諭）

コーディネーター 今井　勉（玉川大学教職大学院教授）

分科会テーマ

英語教育部会

国語科教育：文学の教材研究と〈問い〉を中核とした学習デザイン
―『小学校国語科　物語の教材研究大全』全3巻の刊行を受けて―
『小学校国語科　物語の教材研究大全』1・2年　3・4年　5・6年
全3巻（明治図書2023年8月　松本修監修）が刊行された。全体
の執筆陣の三分の一以上が玉川国語教育研究会のメンバーであ
る。編者・執筆者として加わった3名をゲストスピーカーとして、編集
の意図、実際上の工夫、執筆した内容について語ってもらい、活発
な討議を展開する。

ゲストスピーカー・担当教員

西田　太郎 氏（兵庫教育大学准教授）編者・執筆者（3・4年教材研究の目）
鈴木　真樹 氏（相模原市立九沢小学校指導教諭）編者・執筆者（5・6年教材研究の目・「白いぼうし」）　　
橋本　祐樹 氏（世田谷区立等々力小学校主任教諭）執筆者（「きつねの窓」）
松本　修（玉川大学教職大学院教授）

特別支援教育：特別な配慮を必要とする生徒への対応

ゲストスピーカー・担当教員

森田　常次 氏 （東京都立多摩科学技術高等学校長）　 
春木　美紀 氏 （埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校　教諭）
大沼　健司 氏 （社会福祉法人　創隣会　職員）

・みらいとサテライトセンター（困窮者支援とひきこもりの方の支援）
・ひとつぶのたね（相談支援事業所）

コーディネーター 成川　敦子（玉川大学教職大学院准教授）

ゲストスピーカー・担当教員

水　慶太 氏（三重大学教育学部附属中学校）　 
藤井　翔一朗 氏（横浜市立東本郷小学校）
山本　丁友 氏（横浜市立本牧中学校）

コーディネーター 西村　秀之（玉川大学教職大学院准教授）

講演者プロフィール

文部科学省総合教育政策局教
育人材政策課長。
平成12年4月文部省入省、初等
中等教育局、高等教育局、ス
ポーツ庁等で勤務。その間、宮城
県教育委員会、内閣官房教育再
生実行会議担当室へ出向。その
後、令和元年9月高等教育局国
立大学法人支援課企画官、令和
3年8月初等中等教育局企画官、
令和4年8月文部科学広報官等
を経て、令和5年2月より現職。

後藤　教至

東京都教職員研修センター研
修部長。
東京都公立小学校教諭、東京
学芸大学附属大泉小学校教
諭、東京都公立小学校校長、東
京都板橋区教育委員会事務局
指導室長、東京都教育庁指導部
指導企画課長等を経て令和５
年度より現職。公認心理師、学
校心理士、特別支援教育士、臨
床発達心理士。

栗原　健

校地内に神奈川県立秦野支
援学校末広校舎がある神奈川
県秦野市立末広小学校校長。
秦野市立小学校で教諭として
勤務の後、秦野市教育研究所指
導課指導主事、秦野市立小学
校教頭を務め、平成31年度より
現職。令和4・5年秦野市小学校
校長会長。

吉田　正也

玉川大学教育学研究科教授、
教師教育リサーチセンターリ
サーチフェロー。専門は教育内
容・方法学、教師教育学。特に教
育の理論と実践との結合を目
指すことによって、教育実践に
関する研究水準の向上に取り
組む。町田市教育委員、第9期
～第12期中央教育審議会初等
中等教育分科会教員養成部会
委員、教育実践学会会長、日本
感性教育学会会長等を務める。

森山　賢一

玉川大学教師教育リサーチセ
ンター客員教授。
独立行政法人教職員支援機構 
玉川大学センター 担当。
玉川大学大学院教育学研究科
教職大学院教授、神奈川県内
の小中学校教諭、中学校長を務
め、神奈川県教育委員会子ども
教育支援課長、支援部長、教育
参事監、教育監、顧問を歴任。現
在、神奈川県教育委員会教育委
員を務める。

笠原　陽子
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